
はじめに

「ふくしま木造化・木質化建築資料集成」の概要
～ガイドラインが示す木造化・木質化を見える化する～

県有建築物を新たに整備する際、令和６年５月に策定した「ふ

くしま木造化・木質化建築ガイドライン」（以下「ガイドライン」と

いう。）に基づき、「ふくしま県産材利用推進会議幹事会」の下に

設置する部会（施設所管課、営繕課及び林業振興課）でコスト面、

技術面及び性能面から木造化・木質化を検討している。

今般、建築を専門としない方も構成員とする部会における検

討の実効性をより高めるため、ガイドラインが示す木造化・木質

化の考え方を分かりやすく見える化することを目指し、ガイドラ

インを技術的・視覚的に補完する「建築資料集成」をまとめた。

本資料が、建築に関わる皆様に活用され、県内の中大規模建

築物の木造化等が一層促進されることを期待する。

第1部 ガイドラインが示す木造化・木質化を見える化

① 木材の利用量が最も多くなり、木材の見える「あらわし」などにより利用者が木の良さを

一層実感できる「純木造」を第一に事業化を検討

②規模・要件などの法令上の制限から純木造とすることが困難な場合には、分棟化すること

などにより純木造とすることを検討

③分棟化などによっても純木造とすることが困難な場合には、木造と非木造の混構造による

木造化を検討

④木造化できない場合も含め、木質化は全ての県有建築物において検討

：モデルA

：モデルA～Ｄ

：モデルC・D

：モデルB

モデルC
（立面混構造）

モデルB
（平面混構造）

モデルD
（部材単位の混構造）

第１節 第１部のモデルに類似する

木造化・木質化の先進事例

第２節 先進事例で見られた木造化・
木質化の工夫

第1部の木造化モデルA～Dに最も類似する

県内外の先進的な事例（4事例）を掲載。

県内外の先進事例を基に、木造化・木質化

を検討する上で参考となる事例を掲載。

「製材」、「木質材料」及び「内装仕上げ材」の

生産状況、部材規格、納期及び価格動向につ

いて、県内工場へのアンケート結果を基に掲

載。県内事業者の技術により開発された部材

についても参考として掲載。

第2部 県内外の中大規模木造建築物の事例 第3部 県内の木材生産・流通
の状況

令和７年７月
福島県 営繕課

原則として木造化とするガイドラインの考え方（下図）を分かりやすく伝えることを目的に、４つの木造化モデルを掲載。

庁舎 学校

県産材・地域材の生産状況（供給能力）、部材規格、価格動向等

集成材 スギ

学校 庁舎

構 成 使用者 場 面

第１部 ガイドライン

 が示す木造化・木

 質化の見える化

○ 木造化・木質化のイメージの共有

施設所管課
・ 基本構想等の策定

・ 部会での検討

営繕課
・ 基本構想等策定への技術支援

・ 部会での検討

林業振興課
・ 基本構想等策定への技術支援

・ 部会での検討

設計者 ・ 基本設計の検討

第２部 県内外の中

大規模木造建築

   物の事例

○ 構造・構法の選定やディテールの検討、施工図

    の作成などの参考として活用

第1節 第１部のモ

デルに類似す 

   る木造化・木質

   化の先進事例

施設所管課 ・ 基本構想等の策定

営繕課・

 建設事務所

・ 基本構想等策定への技術支援

・ 基本設計の確認

設計者 ・ 基本設計の検討

施工者 ・ 施工体制の検討

第2節 先進事例

で見られた木

造化・木質化の

工夫

営繕課・

建設事務所

・ 基本・実施設計の確認

・ 施工図の確認

設計者 ・ 基本・実施設計の検討

施工者 ・ 施工図の検討

第３部 県内の木材

生産・流通の状況
○ 木材の選定、調達に要する期間及び費用の

参考として活用

林業振興課 ・ 部会での情報提供

営繕課・

建設事務所
・ 使用木材・構法の確認

設計者 ・ 木材の選定、構法の検討

施工者 ・ 木材調達の検討

 1 断面 長さm 

短辺（厚さ）

mm 

長辺（幅） 

mm 
3m 4m 6m 8ｍ 8m～ 受注生産材 

105 105 100～166 100～130 133～190 300～320 ― 

県内の 1つの工場で 

長さ 13ｍまで製材可能 

  240 100～150 100～315 140～208 300～333 ― 

  300 120～166 128～380 160～280 380 ― 

  360 120～233 130～456 185～300 420 ― 

  390 133～380 133～400 185～420 450 ― 

  最大（450） 150～380 150～420 200 ― ― 

120 120 90～110 95～170 133～390 300～320 ― 

  240 90～150 105～316 166～250 300～333 ― 

  300 90～204 125～434 200～300 380 ― 

  360 120～233 125～521 264～286 420 ― 

  390 145～380 145～400 312～420 ― ― 

  最大（450） 300 300 ― ― ― 

150 150 100～150 120～250 187～250 320 ― 

  240 116～150 116～250 208～273 333 ― 

  300 100～150 128～250 236～420 380 ― 

  360 100～180 156～400 264～450 420 ― 

  390 100～440 167～480 312 ― ― 

  最大（450） 350 350 ― ― ― 

納期 
・6ｍ以下で厚さ 120ｍｍまでなら、納期は 1か月程度。  

・6ｍ超材は特注で原木からの別手配となり、3か月以上 

納期のうち乾燥日数 ・１か月～1か月半 

厚
（㎜）

幅
（㎜）

長さ（ｍ）

製材 スギ

 

   

   

   

   

県内外事例3（木造化モデルＣに類似） あだち支援学校（本宮校舎）

実習棟 外観（南面）
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実習棟 外観（北西面） 実習棟 外観（東面）

マルチラウンジ 職業科室 芸術科学室

Ｎｏ

竣工年

部位

工夫した箇所

特徴

２

令和3年度

梁・天井

向日葵ホール、体育館、柔剣道場

施設名称

ポイント

北茨城市立磯原中学校

デザイン性

・ 地元産の一般製材で最大27ｍ×36ｍの木造無柱空間を実現。
・ 山形フレームの曲げモーメントに沿った効率の良い架構により、部材断面を抑えた。

建物概要 

所在地 福島県本宮市 

規模 

敷地面積 72,909.00㎡ 木材の産地 指定なし 

用途 特別支援学校 建築面積 583.12 ㎡ 木造化部分の木材使用量 ９６．３５㎡（０．１０㎥／㎡） 

用途地域 指定なし 延べ面積 944.18 ㎡ 
主な使用樹種 

ヒノキ、スギ、 

オウシュウアカマツ 構造（構法） RC造＋木造 最高高さ 8.15 m 

耐火建築物等の別 その他 軒高さ 7.81 m 主要材料の寸法（柱） 120mm×120mm 

建物工事費 782,452,000 円 階数 2階 主要材料の寸法（梁） 120mm×180mm 

工事費単価 828,710円／㎡ 主な最大スパン 6.00 m （ﾌﾞﾚｰｽ・筋交いの面材） 
1,125mm×3,050mm×

12mmの 1枚貼り（片面） 

竣工年度 令和 6年度 構造材の種類 
ヒノキ製材、スギ製材、 

オウシュウアカマツ集成材 
（ﾌﾞﾚｰｽ・筋交いの軸材） ― 

特 徴 

・大断面集成材での特殊な工法や金物を使用しない在来木造を主体とした構造計画とし、コストを縮減。 

・柱は基本的に 120mmの角製材とし、吹抜がある部分や天井高が高い部分は 150mmの角製材を採用。 

・梁についても基本的に梁幅 120mmの製材とし、スパンの長い部分についてはトラスや張弦梁等より低コストな集成材を採用。 
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【資料集成の構成、活用方法、想定される使用者及び場面】 モデルA
（純木造）

① 表中の数字は標準部材の基準単価（令和 7年 3月末の工場出荷時）を１００とした場合のおおよその価格比を示す。 

② 部材の規格について、「一般流通している」と回答のあった工場の比率を次のように 100～75％、75～50％、５０～２５％、 

２５～０％の区分で色分けしている。色彩が濃くなるにつれて一般流通している割合が高い。 

凡例 

一般流通 100～75％ 一般流通 ５０～２５％ 

一般流通  75～50％ 一般流通 25～ ０％ 
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